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平成 28 年 12 月 6 日 

 

広島 大学 理事 （ 教育 ・東 千田 担当 ） 宮 谷 真人 殿 

広島 大学 附属 学 校園 長 各位 

                           

広島 大学 附属 学 校 園 評価 委員 会 

 

 

平成 28 年度 附属 学校 園の 評価 に関 わ る 総 括提 言 

 

 

 当 委員 会は ，平 成 23 年 度以 来，今年 度 で 6 年目 の活 動 を進 めて き て いる 。本 年 度は

6 月 から 会合 をも ち ， その 会合 は 8 回 を数 えた 。本 年度 の 調査 では ，平 成 27 年度 に 提

出さ れた 改善 計 画及 び各 附属 学校 園 の第 3 期 中期 目標 ・ 中期 計画 ・年 度計 画 の進 捗状

況，「 チー ム学 校」と して の協 働体 制・組 織作 り ，校 園 長の リ ーダ ーシ ップ を 主な 調査

内容 とし て，表簿（ 出勤 簿，出席 簿，指 導要 録（ 学籍・指 導），学校 沿 革史 ，旅 行 命令

簿， 学校 要覧 ， 校務 運営 規定 ，学 校 日誌 ，保 健日 誌， も しく は以 上に 代わ る もの ）の

提出 ，各 附属 学 校園 の第 3 期 中 期目 標・ 中期 計画 ・年 度 計画 ，各 学校 園の 経 営方 針 ，

学校 とし て定 め てお くべ き計 画や 方 針 （ 学校 教育 法， 学 校保 健安 全法 ，い じ め防 止対

策推 進法 など で 定め られ たも の），財 務の 決算 資料 ，教 科別 教 員（非 常勤 講師 等を 含 む ）

の受 け持 ち時 間 など の資 料の 提出 に より ，各 学校 園の 実 地調 査を 実施 した 。  

各学 校園 から ， 昨年 度以 来の 改善 ・ 改革 点， その 経過 と 結果 ，勤 務・ 財務 状 況の 報

告を 受け ると と もに ，改 善･改革 の具 体 を 聴取 し，別 紙に より 各学 校園 への 調 査報 告書

を提 示し た。 ま た， 各学 校園 には ， 調査 報告 書提 示の 後 ，約 1 月 をも って ，改 善 計 画

のプ ラン を提 出 する よう に要 請し た 。 

本総 括提 言は ，21 世 紀の 学校 戦略 ， 学校 運営 ・経 営 の 方 針と その 実現 ，校 園 長・ 副

校園 長の リー ダ ーシ ップ ，「 チー ム学 校」と表 され る 学 校 づく り，人材 育成 ，教育・研

究，施 設・設 備，保 護者・地 域社 会と の 関係 ，財 務状 況，情 報発 信・広報 ，職 務 時間･

健康 管理 ，表 簿 の設 置， また 上級 学 校 ， 広島 大学 や各 学 部・ 研究 科と の関 係 など の 項

目に 関し て， 各 学校 園， 大学 本部 及 び 附 属学 校支 援グ ル ープ ，各 学部 ・研 究 科 へ の更

なる 改善 点と 要 望を 取り まと めた も ので ある 。 

 

Ⅰ 各学 校園 の 改善 状況 （総 括） 

 各 学校 園と も ，昨 年度 から 今年 度 にか けて ，総 括提 言 や各 学校 園の 調査 報 告書 に基

づき ，学 校運 営 ・経 営， 校園 長・ 副 校園 長の リー ダー シ ップ ，学 校づ くり ・ カリ キュ

ラム ，教 育研 究 ，保 護者 ・地 域社 会 との 関係 ，ま た， 広 島大 学や 各学 部・ 研 究科 との

関係 など に関 し て ， 改善 が認 めら れ た。 

 特 に， 評価 で きる 点は 次の もの で ある 。  

1）学 校園 長や 副 学校 園長 のリ ーダ ー シッ プが 発揮 され ，各 学 校園 が特 色あ る 教育 研
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究を 進め る体 制 にな りつ つあ るこ と  

2）各学 校 園の 教育 と 研究 の推 進が 見 られ たこ と ，特 に ，教 育 では ，各学 校園 での 教

育 目 標 ， 教 育 方 針 の 明 確 化 ， 研 究 で は ， す べ て の 学 校 園 が 研 究 指 定 校 を 受 け ， 各 学

校の 研究 目標 を 設定 し ， 新た な研 究 に取 り組 んで いる こ と  

3）広 島大 学は も とよ り ，現 代の 教 育課 題 とな って いる グ ロー バル 化対 応に 多 くの 学

校 園 が 英 語 教 育 の 充 実 ， 外 国 の 学 校 と の 交 流 ， 児 童 ・ 生 徒 の 相 互 訪 問 を 計 画 ・ 実 施

し ， 教 育 課 題 に 応 え る と と も に ， 児 童 生 徒 の グ ロ ー バ ル 時 代 に 求 め ら れ る 人 材 の 育

成を 図っ てい る こと  

4） 法的 に必 要な 表 簿 がほ ぼ全 学校 園 で設 置 ・ 整備 され つ つあ るこ と  

5）いく つ かの 学校 園 では ，社会 をは じめ ，保 護 者，関 係者 へ の情 報発 信が 推 進さ れ

たこ と。 とく に ，英 語版 学校 園案 内 （ハ ンド ブッ ク），ス クー ルブ ログや HP の充 実

が図 られ たこ と  

 以 上 ， そ れ ぞ れ の 学 校 園 の 改 革 ・ 改 善 に 関 し て は ， 他 校 園 に お い て も 参 考 に な る と

判 断 で き る 取 り 組 み も あ り ， そ れ ら は 附 属 学 校 園 間 で 積 極 的 に 共 有 し ， 活 用 す る こ と

が望 まれ る。 

 

Ⅱ 各学 校園 に 更な る改 善を 願う 点 

 本 年 度 の 各 学 校 園 の 調 査 を 通 し て ， 本 委 員 会 が 痛 感 し ， 早 急 に 改 善 す べ き こ と は ，

戦 略 的 経 営 と 教 育 構 想 ， 教 職 員 の 人 材 育 成 ・ 研 修 体 制 ， 教 職 員 の 労 務 管 理 ， 児 童 ・ 生

徒の 健康 ，危 機 管理 体制 ，財 務状 況 の改 善の 6 点 で ある 。  

まず はこ れら の 課題 を改 善点 とし て 指摘 した い。 

1） 戦略 的経 営と 教 育 構想  

①  21 世紀 の教 育は ，改 革が 求め られ て いる 。それ は ，与 えら れた 教 育課 題を 児童・

生徒 に提 示 し， そ れ を解 決さ せ るだ け で はな く ， 児 童・ 生 徒 が自 ら課 題 を見つ

け，そ れを 解 決す る こと がで きる 人 材に 育て ，21 世紀 の 社会 を推 進す る担 い 手

にす るこ と であ る 。 次期 学習 指 導要 領 改 訂で も ， 同 様に 教 育 改革 が 求 め られて

おり ，各 学校 園 もそ れを 推進 する こ とが 要請 され てい る 。  

②  各学 校園 は それ ぞ れ ，独 自の 教 育目 標 ・ 方針 を持 ち ，校 園 長 のリ ーダ ー シッ プ   

の下 ，第 3 期中 期教 育計 画を 踏ま え ，各 年度 の教 育課 題 と達 成す べき 目標 を 設

定し てい るこ と は評 価し たい 。  

③  しか しな が ら， 多 く の学 校園 が ，従 来 の 学校 の理 念
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教育 の方 向 性を 共 有 し ， 各部 署 ，役 割 を 果た し， 学 校園 が チ ーム とな っ てその

教育 構想 を実 現 に向 け取 り組 んで い ただ きた い。  

2） 教職 員の 人材 育 成 ・研 修体 制 と 「 チー ム学 校」 づく り  

①  各学 校園 と も， 教 職 員の 定数 が 限ら れ て いる 一方 で ，学 校 園 間の 人事 交 流 の必

要性 から ，教 職 員の 人材 育成 はど の 学校 園で も急 務な 課 題で ある 。  

②  教職 員誰 も がミ ド ル リー ダー に なる と い う意 識を 作 り出 し ， 各教 職員 が 各学 校 

園の 教育 展 望や 目 標 の実 現に 向 け ， リ ー ダー とな っ て推 進 す るよ うに ， 各学校

園と とも に ，学 校 園 相互 の協 力 ，ま た 附 属学 校支 援 グル ー プ の支 援の も と ，研

修体 制を 確立 し ，人 材育 成を 図っ て いた だき たい 。  

③  学校 マネ ジ メン ト は ，学 校園 長 だけ で は なく ，す べ ての 教 職 員が 身に 付 け ，発

揮す べき も ので あ る 。教 科 ， ク ラス ， 学 年， 各教 育 領域 ， ど れも 計画 ， 実行，

改善 を必 要 とし て お り ， マネ ジ メン ト が 欠か せな い もの で あ る。 教職 員 が関わ

る教 育の ど の領 域 も マネ ジメ ン トが 必 要 であ るこ と を念 頭 に おい て ， 学 校園の

あら ゆる 活 動が 大 き な マ ネジ メ ント の 中 に包 括し ， いず れ の 教育 活動 も 全体の

見通 しの 下に 進 み ，よ り良 い改 善と 進 展に 向け られ るよ う にし てい ただ きた い。 

④  学校 マネ ジ メン ト は 学校 づく り の基 礎 で ある 。特 に ，現 在 い ずれ の学 校 園にも

要請 され て いる 「 チ ーム 学校 」 づく り は 喫緊 の課 題 の一 つ で ある 。学 校 マネジ

メン トを 教 職員 全 員 の下 にお い て， い ず れの 学校 園 も 「 チ ー ム学 校」 を 進め，

各学 校園 の教 育 の実 現を 図っ てい た だき たい 。  

⑤  研修 体制 は ，学 校 園 の教 育理 念 ，方 針 の もと に， 計 画さ れ ， 実施 され る べきで

ある 。研 修 には ， 学 校内 だけ で はな く ， 他学 校園 ， 附属 学 校 支援 グル ー プ ，大

学が 進め る もの ， 学 校外 ，た と えば ， 広 島県 教育 委 員会 ， 教 育セ ンタ ー で進め

るも のを 利 用し て 行 うこ とが で きる 。 新 任 ， 中堅 を 問わ ず ， 各教 職員 が 研修を

通し て， そ れぞ れ の 教職 能力 と マネ ジ メ ント 能力 を 向上 さ せ ，各 学校 園 の中心

的に 担い 手に な って いた だき たい 。  

3） 教職 員の 労務 管 理  

①  どの 学校 園 の教 職 員 にも ，超 過 勤務 が 見 られ ，各 教 職員 の 心 身の 健康 状 態に憂

慮す ると ころ で ある 。  

②  週の 特定 日 には ， 教 職員 を一 斉 に ， 特 定 時間 に， 退 校さ せ る よう 図っ た り ，仕

事分 担の 重 なり を 少 なく し ， 一 人当 た り の仕 事量 を 減ら す な どの 措置 を したり

して ，勤 務時 間 が長 時間 にな らな い よう にし てい ただ き たい 。  

③  教職 員の 勤 務に 関 わ り ， 学校 の 体制 や カ リキ ュラ ム の点 検 も 行っ てい た だきた

い。 各教 職 員の 負 担 の軽 減を 図 るた め に ，校 務分 掌 ，行 事 な どの カリ キ ュラム

を見 直し ，よ り 効果 的な もの に改 善 して いた だき たい 。  

4） 児童 ・生 徒の 健 康  

①  表簿 の記 載 事項 か ら ，い くつ か の学 校 園 では ，長 期 欠席 の 児 童・ 生徒 ， よく遅

刻し たり ，保 健 室に 繰り 返し 入室 し たり する 児童 ・生 徒 が見 受け られ る。  

②  表簿 や教 職 員・ 保 護 者と の情 報 交換 を 通 して ，児 童 ・生 徒 の 心身 の健 康 管理状

態の 具体 的 把握 に 努 める とと も に ， そ の よう な児 童 ・生 徒 へ の速 やか な 対応を
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講じ ，長期 化 ，あ るい は，悪 化し ない よう に ，早 め 早め の対 応を お 願い した い。  

5） 危機 管理 体制  

①  教職 員，児 童・生徒 の心 身の 健康 ・ 安全 も重 要な 危機 管 理の 1 つ であ るが ，そ

れ以 外に も ，安 全 ・ 安心 を基 本 にし た ， 学校 全体 の 危機 管 理 体制 の確 保 が望ま

れる 。  

②

に

，
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②  とり わけ ，学校 要覧 ，その 英文 版 ，学 校 園 HP の 特色 づく り ，ス ク ール ブロ グな

どを 活用 し た随 時 の 情報 提示 な ど， 保 護 者， 地域 社 会， 教 育 関係 者に 効 果的な

発信 を心 がけ て ほし い。 

10） 表簿 の設 置 ・活 用 

①  表簿 の設 置 は法 令 等 によ り 義 務 付け ら れ てい る。 そ の意 図 は ，そ れで も って ，

学校 の管 理・ 経 営 ， 日々 の状 況把 握 をす るた め ， であ る 。 

②  表簿 の設 置 意図 を 再 度意 識し て ，す べ て の学 校園 が 必要 な も のを 再整 理 し ，そ

れを 活用 して ， 学校 のマ ネジ メン ト に生 かし てい ただ き たい 。 

 

Ⅲ 大学 本部 ・ 理事 ・副 理事 ・ 附 属 学校 支援 グル ープ に 改善 を願 う点 

 一 昨年 度以 来 ，次 の 5 点 は， 大学 本 部 ・理 事・ 副理 事 ・附 属学 校支 援グ ル ープ に繰

り返 し， 改善 を お願 いし てい る点 で ある 。本 年度 も改 善 をお 願い した い。  

1） 附属 学校 園へ の 配 慮  

①  附属 学校 園 は， 就 学 前教 育・ 初 等教 育 ・ 中等 教育 を 進め る も ので あり ， 高等教

育よ りも 一 段高 い 配 慮と 支援 を 必要 と し てい る。 こ の点 に 関 して 十分 な 配慮と

支援 を行 って い ただ きた い。  

②  附属 学校 園 は， 附 属 学校 園と し ての 使 命 を果 たす べ く ， 大 学 教育 の一 環 として

の機 能と と もに ， そ れぞ れ独 自 な役 割 を 進め てい る 。各 学 校 園の 役割 と 機能を

理解 し， そ れぞ れ の 学校 園が 特 色あ る 学 校園 づく り が可 能 な 環境 整備 と 支援を

進め てい ただ き たい  

③  特に ，多 く の学 校 園 にお いて 校 舎 ， 施 設 ・設 備の 老 朽化 が 進 んで おり ， 園児・

児童 ・生 徒 の安 全 面 を脅 かす 事 態に な り かね ない 。 各学 校 園 から の施 設 ・設備

の改 善に は， こ れま で以 上に 速や か に対 応し てほ しい 。 

④  新採 用教 員 の教 育 実 習の 合同 事 前説 明 会 ，合 同の 附 属学 校 園 研究 会 な ど ，教員

への ケア ， また ， 附 属学 校園 の 協力 を 促 進さ せる 機 会を 増 や して いた だ ききた

い。 特に ， 附属 学 校 支援 グル ー プ ， ま た 大学 とし て も ， 各 学 校園 及び 学 校外で

の研 修体 制 の充 実 へ の支 援を お 願い し た い。 たと え ば ， 民 間 の研 修の 仕 方やそ

の内 容も 参考 に して いた だき たい 。 

2）予 算 措置 の充 実 

   各 学 校 園 の 使 命 や 目 標 を 達 成 す る た め の 教 育 ・ 研 究 の 促 進 ， 老 朽 化 し て い る 校

舎 ・ 施 設 ・ 設 備 の 改 善 の た め に ， 各 学 校 園 へ の 予 算 を 大 幅 に 増 額 し ， 子 ど も た ち

が 安 全 で 安 心 し て 教 育 を 受 け る こ と が で き る 状 態 に す る と と も に ， 設 備 の 充 実 を

図っ てい ただ き たい 。 

3）人 事 交流 問題 と人 材育 成の ため の 研修 体制 への 支援 

各学 校園 の人 事 が こ こ数 年，継続 的に 行 われ ，教 育委 員会 と の交 流 ，附属 学校 園

間の 交流 が促 進 され てい る 。大 学 の理 事や 副理 事は 各学 校 園の 人事 構想 を理 解 する

とと もに ，各 教育 委 員会 と 話 し合 い，お 互い がメ リッ ト にな るよ うに ，支 援し て い

ただ きた い。また ，ミド ルリ ーダ ー 研修 体制 や ，学校 を超 え た教 科（ 間）の研 修 体

制な ど， 各学 校 園に おけ る効 果的 な 研修 体制 の充 実に 支 援を お願 いし たい 。  
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4） 各学 部・ 研究 科 へ 要望  

教育 学部 ・教 育 学研 究科 を 始 め， 各 学部 ・研 究科 は 教 育 実習 ，研 究会 ，SSH や

SGH の推 進を 中心 に して ，こ れま で も各 学校 園 と 密接 な 関係 があ り， いく つ かの

学 部 と 研 究 科 は 各 学 校 園 の 教 育 ・ 研 究 活 動 に 協 力 ・ 支 援 を し て い た だ い て き た 。

こ れ か ら も 全 て の 学 部 ・ 研 究 科 に 継 続 し て 協 力 と 支 援 を し て い た だ く と と も に ，

それ を強 化し ， 相互 の関 係を より 充 実し たも のに して い ただ きた い。  

5） 教育 実習 に関 す る 関係 部署 にお け る改 善  

①  附属 学校 園 の新 任 教 員が 各学 校 園の 教 育 ・研 究に ス ムー ズ に 馴染 み ， 円 滑な教

育実 習指 導 を展 開 で きる よう に ，各 学 校 園と とも に ，研 究 科 や附 属学 校 支援グ

ルー プに お いて ， 支 援し ，新 任 教員 対 象 の 事 前教 育 の体 制 へ の支 援を 構 築し実

施し てい ただ き たい 。  

②  幼稚 園教 育 実習 に お いて も ， 小 学校 ， 中 ・高 等学 校 教育 実 習 と同 様 ， 事 前の観

察実 習な どを 導 入し てい ただ きた い 。  

6） 次年 度の 評価 委 員 会 の 実地 調査 や 推進 など への 要望  

①  表簿 など 必置 の もの を設 置す るよ う に指 導し ，点 検し て いた だき たい 。  

②  各学 校園 の規 律 ，教 職員 勤務 時間 の 確認 をし てい ただ き たい 。  

③  附属 学校 園間 の 情報 交流 の推 進を 図 って いた だき たい 。  

 

Ⅳ 総括 提言 の 公開 につ いて 

平成 29 年 3 月開 催の 拡大 校園 長会 議 にて 委員 長か ら校 園 長 ，副校 園長 に説 明 し

た後 に公 開す る 。 

 

 

          広島大 学附属 学校 評価 委員会  

           委員 長  池野 範 男（教 育学研 究科 教授 ）  

           副委 員長 井上 京 子（附 属学校 再編 計画 室長 ）  

委 員  佐 々木 哲夫 （教育 学研究 科准 教授 ）  

同   地藏 堂   聡（ 附属学 校支援 グル ープ リーダ ー）  

同   西本 正 頼（ 教育学 研究科 准教 授）  

同   松浦 伸 和（ 副理事 （附属 学校 ・教 員養成 担当）・  

教育学 研究科 教授 ）  

            同   松岡 誠 治（広 島県教 育委 員会 学校経 営支援 課長 ）  

 

 

 

 


